
第３回 高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会 

平成 23 年度 総会 

 

日 時：平成 23 年５月 28 日（土） ９：００～9：３０ 

場 所：国民宿舎「桂浜荘」B１大会議室 

 

 

議 事 次 第 

 

 

１．開会 
２．現代龍馬学会会長 永国淳哉氏 挨拶 
３．高知県文化財団理事長 （新理事長） 挨拶 
４．審議事項 
＜第１号議案＞（１）22 年度事業報告 
       （２）22 年度決算報告 
       （３）22 年度監査報告 

        
＜第２号議案＞（１）23 年度事業計画（案） 

（２）23 年度予算決議（案） 

 
＜第３号議案＞ 23 年度会長・役員選出（案） 

 
＜第４号議案＞ 規約改定（案） 

 
５．その他  事務局 

 新会長挨拶 
 新担当者紹介 

６．閉会 

 
 
＊資料＊ 会員名簿（平成 23 年５月 20 日現在） 
 

 

 

 

 



 

「高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会」 

平成 22 年度事業報告 

 

１、2010 年 3 月 4 日（金） 

３月梅見会報告 

日 時：20１１年３月４日（金）１２：００～ 

場 所：南国市才谷 龍馬公園内 「才谷梅太郎の里」 

 

 

２、2010 年 3 月１７日（水） 於：坂本龍馬記念館 B2 講義室 

【３月例会】 

議題：第２回現代龍馬学会総会について 

 

 

３、４月１日 『飛騰 第 73 号』発行  

・ 私のテーマ 

「歩き龍馬」文化の創造を目指して～龍馬の街道 1000 キロ踏査 春野公麻呂 

・ こぼれ話 犬歩棒当記（１）矛盾する史料のはざま 宮川禎一 

・ コラム・龍馬のこと「人間・坂本龍馬の魅力」大崎隆徳 

・ 会員便り「中岡慎太郎の魅力！」松野 久 

 

 

４、４月２１日（水） 於：坂本龍馬記念館 B2 講義室 

【４月例会】  

会員発表：「樟脳の話」根木勢介 

議題：第２回現代龍馬学会総会について（予算、来賓、告知協力、参加人数などについて

の報告。役割分担の確認。い 

 

５、5 月 22 日（土）第 2 回現代龍馬学会 総会・発表会 

【研究発表】 

「土佐鐔について」 公文久雄 

「龍馬が開眼した旅路～四国龍馬街道～ 」 春野公麻呂 

「池道之助旅日記（思い出草・噺しの種）を読んで」鈴木典子 

「幕末土佐に於ける鉄砲の変遷」小島一男 

「幕末の色 ～龍馬のモダンなカラーセンス」大倉美知子 

「明智光秀と龍馬」 坂本世津夫 

「坂本龍馬と竹島開拓」 小美濃清明 



 

６、坂本世津夫さんのコーディネイトで高知大学 国際・地域連携センター（中土佐町教育委

員会共催）出前講座に協力しました。 

 

三浦夏樹「龍馬と土佐藩」 

６月３０日（水） 午後７：１５～９：００/中土佐町大野見保健福祉センター 

坂本世津夫「明智光秀と龍馬」 

７月１４日（水） 午後７：３０～９：００/中土佐町民交流会館 

渡辺瑠海「坂本乙女のオンリーワン・スピリッツ」 

７月２１日（水） 午後７：３０～９：００/中土佐町民交流会館 

前田由紀枝「今に生きる龍馬」～龍馬の魅力を考える 

７月２８日（水） 午後７：３０～９：１５/中土佐町民交流会館 

 

 

７、6 月 17 日（木） 於：坂本龍馬記念館 B2 講義室 

【6 月例会】 

会員発表「岡田義一さんのインタビュー報告」渡辺瑠海 ほか 

 

 

８、第 1 回高校生洋上セミナー「われら海援隊」講師協力 

  日時：６月 19 日～20 日、 土佐海援丸乗船 

 

 

９、７月１日 『飛騰 第 74 号』発行 

・ 私のテーマ 

龍馬が目指した北海道～その思想を探る～ 合田一道 

・ こぼれ話 犬歩棒当記（２）「洋書の謎 おりょうの挿絵」 宮川禎一 

・ コラム・龍馬のこと「龍馬、万次郎そして弥太郎像に思う」北岡顕史 

・ 会員便り「領石に残る「天晴の石灯籠」」唐岩淳子 

・ 第 2 回「高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会開く」 

 

 

10、7 月 13 日（火）於：坂本龍馬記念館 B2 講義室 

【理事会】 

議題：2011 年 1 月海の見えるぎゃらりいにて学会発表パネル展について 

紀要 2010 について 

今後の理事会、月例会の進め方について 

 

 

 



11、7 月 22 日（木）於：坂本龍馬記念館 B2 講義室 

【7 月例会】 

会員発表「龍馬のひとりごと。を実現したい」森田須磨子 

「幕末維新のＤＮＡを受け継いだ明治・大正・昭和の男たち」井倉俊一郎 

議題： 

紀要原稿〆切、印刷会社について 

現代龍馬学会 ぎゃらりいパネル展発表者決定 ほか 

 

 

12、第２回高校生洋上セミナー「われら海援隊」講師協力 

日 時：7 月 24 日～25 日、土佐海援丸乗船 

 

 

13、9 月 3 日（金）於：坂本龍馬記念館 B2 講義室 

【9 月例会】 

会員発表「新聞を利用した龍馬伝 ビジネス起こし」細川明夫 

「土佐の山林と海運・龍馬や弥太郎が見ていた風景」根木勢介 

議題：紀要の進捗状況について     

学会パネル展について 

1 月、３月の月例会日程と発表者について 

 

 

14、10 月１日 『飛騰 第 75 号』発行 

・ 私のテーマ 

受け継いで、実践！「まさしく“龍馬スピリッツ”」 渡辺瑠海 

・ 話題人インタビュー  

「戦争は絶対いかんぜよ」「子どもらに語り継ぐべし」 

土佐弁交えて熱く語った 2 時間  岡田以蔵の子孫 岡田義一さん 前田由紀枝 

・ こぼれ話 犬歩棒当記（３）「寺田屋遭難の一件 中井弘の書簡」宮川禎一 

・“話してみるかよ”「海を見ろ」永国淳哉 

 

 

15、11 月 5 日（金）於：坂本龍馬記念館 B2 講義室 

【月例会】 

会員発表「龍馬のルーツ・発想を探る」江上英次 

「坂本龍馬とブーツ」鈴木典子 

「龍馬伝 終盤を迎えて」三浦夏樹 

 

 

 



16、１月１日 『飛騰 第 76 号』発行 

・ 私のテーマ 

未来に向う「龍馬魂」出逢いの不思議 小寺規雄 

・ 話題人インタビュー 

「新しい龍馬を“創る”！」」シナリオライター 福田靖さん  渡辺瑠海 

・ こぼれ話 犬歩棒当記（４）「浪華のことも夢のまた夢」宮川禎一 

・ コラム・龍馬のこと 

「検証・長崎の龍馬伝説 龍馬は「亀山社中」を創設したのか？」織田 殻 

 

 

17、「Ryoma Society Exvision2011  

高知県立坂本龍馬記念館 現代龍馬学会パネル展」開催 

日時：2011 年 1 月 1 日～1 月 30 日 於：２F 海の見える・ぎゃらりい 

 

発表者 

「奇異の想いをなしたり～高知の人々が見たおりょうの姿」宮川 禎一 

「安政大地震もリアルに ～ 池道之助の「文物見聞録」鈴木 典子 

「きゃしゃに見えて強く ～ 幕末土佐の土佐鍔」公文 久雄 

「海防から倒幕へ ～ 幕末土佐、銃砲の変遷」小島 一男 

「宇宙の自然に大政奉還せよ～戦争のない幸福な世界を築きたい」森田 須磨子 

「平成の龍馬になる条件！ ～ ３つの南学精神～」渡辺 瑠海 

 

 

18、2011 年 1 月 7 日（金）於：坂本龍馬記念館 B2 講義室 

【理事会】 

議題：今年度決算の件、規約改正についての検討ほか。 

【月例会】 

会員発表「龍馬の慕った高松順蔵」竹内土佐郎 

「出版と龍馬」新本勝庸 

議題：理事会決議報告、3 月梅見会の日程、出席会員「今年の抱負」 

 

19、2011 年 2 月 6 日（日） 

  臨時理事会：第 3 回現代龍馬学会総会 役割分担 

  月例会：同上 

 

20、201１年 3 月 4 日（金） 

３月梅見会報告 

日 時：20１１年３月４日（金）１２：００～ 

場 所：南国市才谷 龍馬公園内 「才谷梅太郎の里」 

 


